
水土里情報を活用した農地基本台帳の地図化について紹介します。

Ｆ市、地域農業再生協議会
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取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第８５号

（１／２）

今回紹介する団体：

水土里情報利活用促進事業で整備した農地筆データを活用して、農地基
本台帳の地図化を行い、各施策との整合性を図る。

①農地基本台帳システム（地図情報付き）は存在するが、閲覧者が限られ
ており、各施策担当者が業務に活用しづらい状況であった。

そのため、人・農地プラン台帳、畑作・水田台帳、耕作放棄地台帳は各々エ
クセルでデータ管理を行っていたが、更新に伴う対応に苦慮していた。

また、各々のデータ同士の整合性が確保されづらい状況となっていた。

②そのため、農地基本台帳を基本として、各々の作図レイヤ作成と帳票
データ出力を行う台帳連携ツールを作成した。

結合

連携リスト 連携ツール連携ツール



（２／２）

今後、多面的機能支払交付金とも連携をはかり、対象農用地の適正な管理に努
めることとしている。

今後の活用予定

期待される効果

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、久貝） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先

福井県土地改良事業団体連合会 事業部土地改良課 0776-23-7775（直通）

①作成する帳票に記載される基本情報（地目、面積、所有者等）を農地基本台帳
から引用出来る様になり、情報の正確性が向上。

②各々の施策情報を地図上で把握出来る様になり、農用地の適正な管理が可能。

③今まで手作業で行っていた作図をシステムで行える様になったことにより、職員
の負担を軽減。

農地基本台帳

地図

基本情報の引用

地図上で各々のレイヤを属性の値
で色塗りすることにより、視覚的に状
態を把握。 また、串刺し検索により、
各々の属性の閲覧・確認作業を地図
上で行うことが可能。

各種帳票


